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大
阪
府
議
会

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
賠
訴
訟
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
を

採
択
！

　

去
る
３
月
24
日
、
大
阪
府
議
会
は
、「
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の
早
期
救
済
と
対

策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、
維
新
、

自
民
、
公
明
、
民
主
、
共
産
な
ど
主
要
会
派

す
べ
て
が
賛
同
し
て
採
択
し
ま
し
た
。
意
見

書
で
は
、
昨
年
12
月
25
日
に
、
大
阪
高
裁
が
、

三
度
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
対
す
る
国

の
責
任
を
認
め
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
こ
と

や
「
原
告
や
被
害
者
は
、
ま
さ
に
わ
が
国
の

高
度
経
済
成
長
の
た
め
に
」
働
い
て
き
た
者

た
ち
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
、
判

決
を
受
け
入
れ
ず
に
最
高
裁
に
上
告
し
た
こ

と
を
指
摘
し
、
１
陣
訴
訟
提
訴
後
、
す
で
に

13
名
の
原
告
が
死
亡
し
、「
命
あ
る
う
ち
の
解

決
を
」
は
、
原
告
ら
の
文
字
ど
お
り
待
っ
た

な
し
の
切
実
な
願
い
で
あ
る
と
し
て
、
国
に

対
し
て
、「
最
高
裁
の
判
決
を
待
つ
こ
と
な
く
、

自
ら
の
決
断
に
よ
り
早
期
解
決
を
図
る
」
こ

と
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
大
阪
府
議
会
が

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
賠
訴
訟
の
解
決
に
つ
い

て
、
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
意
見
書
を
採
択

し
た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

同
様
の
意
見
書
は
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、

熊
取
町
、
泉
佐
野
市
、
田
尻
町
、
泉
大
津
市
、

和
泉
市
、
忠
岡
町
な
ど
で
も
３
月
議
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
て
お
り
、
府
内
の
自
治
体
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
原
告
団
と
弁
護
団
は
、
５
月
議
会

に
向
け
て
、
大
阪
府
内
す
べ
て
の
自
治
体
で

の
採
択
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

民
主
党
建
設
議
員
懇
、

ア
ス
ベ
ス
ト
議
連
と
懇
談

　

去
る
3
月
13
日
、
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
国
賠

訴
訟
の
原
告
団
・
弁
護
団
と
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
原
告
団
・
弁
護
団
は
、
民

主
党
建
設
議
員
懇
及
び
ア
ス
ベ
ス
ト
議
連
の

皆
さ
ん
と
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
解
決
に
向
け

た
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の
な
か
で
は
、
裁
判
経
過
の
報
告
と

と
も
に
、
原
告
ら
が
早
期
解
決
に
向
け
て
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
、
出
席
さ
れ

た
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
国
会
審
議
で
取

り
あ
げ
る
な
ど
、
引
き
続
き
努
力
し
た
い
と

の
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
原
告
団
と
弁

護
団
は
、
今
後
も
各
党
と
の
懇
談
を
行
い
、

政
治
に
よ
る
早
期
解
決
を
求
め
続
け
て
い
く

決
意
で
す
。

い
よ
い
よ
最
高
裁
で
、
２
陣
訴

訟
の
審
理
が
始
ま
り
ま
す

　

２
陣
訴
訟
は
、
国
が
、
今
年
１
月
７
日
最

高
裁
に
上
訴
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
４
月

中
旬
に
も
訴
訟
記
録
が
大
阪
高
裁
か
ら
最
高

裁
に
送
付
さ
れ
、
最
高
裁
で
の
審
理
が
始
ま

り
ま
す
。
１
陣
訴
訟
の
最
高
裁
で
の
審
理
が

始
ま
っ
て
か
ら
す
で
に
２
年
３
ヵ
月
余
り
が

経
っ
て
い
る
こ
と
や
、
裁
判
長
の
任
期
を
考

え
れ
ば
、
年
内
に
も
最
高
裁
判
決
が
出
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
必

ず
や
国
の
責
任
を
裁
く
原
告
ら
勝
訴
の
判
決

が
出
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

最
高
裁
判
決
が
出
れ
ば
、
国
に
は
、
一
層
、

判
決
に
基
づ
く
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全

面
解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
引
き
続
き
、
国
に
対
し
て
、

早
期
全
面
解
決
を
強
く
求
め
続
け
ま
す
。

解決にむけて議員の皆さまの
　　　　　いっそうのお力添えをお願いします！



早期解決アピール呼びかけ人・賛同者 130 人　　　4月 11 日現在

アスベストによる健康被害の早期救済と対策の強化を求める意見書

   昨年 12 月 25 日、大阪高等裁判所は、大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟第２陣控訴審において、2010（平成
22）年５月の第１陣大阪地裁判決及び 2012（平成 24）年３月の第２陣大阪地裁判決に続いて、３度目となる国の規
制権限不行使の責任を認める判決を下した。
   大阪・泉南地区は、約 100 年前から石綿紡織産業が発展し、原告や被害者は、まさにわが国の高度経済成長のため
働いてこられた方々であるにもかかわらず、国は第２陣控訴審判決を受け、本年１月７日に最高裁に上告した。
   2006（平成 18）年５月の第 1陣訴訟の提訴以来、すでに 13 名の原告が死亡し、生存されている原告らの多くも病
状の悪化に苦しまれているところであり、「命あるうちの解決」は、原告らの文字どおり待ったなしの切実な願いであ
ることから、国は、最高裁の判決を待つことなく、自らの決断により早期解決を図るべきである。
　よって、国会及び政府は、大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の早期解決を図るとともに、全てのアスベスト
による健康被害の救済及びこれ以上のアスベストによる健康被害を発生させないよう、規制や対策を強化するよう強
く要望する。

   以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
平成 26 年 3月 24 日
 
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
厚生労働大臣
内閣官房長官 

大阪府議会議長
  浅田　均

｝各あて

衆参 会派 議員名

清水誠一

秋葉賢也

佐田玄一郎

笹川博義

渡辺博道

櫻田義孝

田中和徳

松本文明

金子恵美

井林辰憲

城内　実

桜井　宏

左藤　章

門　博文

原田憲治

福井　照

北村誠吾

自民

西銘恒三郎

佐藤英道

岡本三成

漆原良夫

大口善徳

中野洋昌

濱村　進

樋口尚也

公明

江田康幸

衆参 会派 議員名

公明 遠山清彦

横路孝弘

階　猛

郡　和子

大畠章宏

大島　敦

田嶋　要

若井康彦

奥野総一郎

篠原　孝

渡辺　周

近藤昭一

中根康浩

辻元清美

三日月大造

岸本周平

小川淳也

大串博志

民主

高木義明

高橋美穂

石関貴史

小沢鋭仁

田沼隆志

山田　宏

重徳和彦

維新

丸山穂高

衆参 会派 議員名

谷畑　孝

井上英孝

村上政俊

木下智彦

足立康史

松浪健太

伊東信久

西野弘一

浦野靖人

馬場伸幸

遠藤　敬

林原由佳

上西小百合

維新

清水鴻一郎

みんな 杉本和巳

林　宙紀

椎名　毅結いの党

井坂信彦

小宮山泰子

村上史好生活

玉城デニー

高橋千鶴子

塩川鉄也

志位和夫

笠井　亮

共産

佐々木憲昭

衆参 会派 議員名

宮本岳志

穀田恵二共産

赤嶺政賢

照屋寛徳
社民

吉川　元

新党大地 鈴木貴子

阿部知子
無所属

野間　健

衆参 会派 議員名

中川雅治

渡辺猛之

北川イッセイ
自民

北村経夫

矢倉克夫

杉　久武

石川博崇
公明

新妻秀規

小川勝也

櫻井　充

藤田幸久

牧山ひろえ

小見山幸治

林　久美子

尾立源幸

水岡俊一

柳田　稔

野田国義

相原久美子

神本美恵子

江崎　孝

石上俊雄

那谷屋正義

柳澤光美

民主

吉川沙織

維新 東　徹

衆参 会派 議員名

みんな 山口和之

結いの党 川田龍平

吉良よし子

倉林明子

辰已孝太郎

山下芳生

小池　晃

市田忠義

仁比聡平

井上哲士

紙　智子

大門実紀史

共産

田村智子

福島みずほ

吉田忠智社民

又市征治

山本太郎
無所属

糸数慶子


